
昭和化学工業(株)

樹皮を燃料とする木質バイオマス熱の産業利用

～ 昭和化学工業の真庭市蒜山エリアの事例 ～

バイオマス産業社会ネットワーク(BIN)第208回研究会
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2022年9月2日



１．期間 2017年1月 ～ 2021年8月

2 / 40

２．概要

３．実施スケジュール

本事業は、地域資源である木質バイオマスを利用することで、地域エネルギー体制に
移行し、コスト削減とCO2削減、さらには地域活性化を目指しています。

具体的には、バイオマス熱風炉を導入し、地域で余剰になっている樹皮（バークチップ）
を年間約3,000ｔ燃料として利用しています。
それは、珪藻土製造の熱エネルギー20％に相当し、年間約800ｔのCO2の削減に繋がり
ます。

「この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
の助成事業の結果得られたものです。」

コロナショック

FS期間 ステージゲート 着工 被害装置入替 Ｊクレジット登録
委託事業

実証期間
助成事業

システム総合検証

2015年度 2021年度

原料調達検討

詳細設計及び建設

試運転

チップ利用及び設備検証

従業員教育

年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

台風被害



会社概要

・社名 ：昭和化学工業株式会社

・創業 ：１９３３年１１月

・上場 ：東京証券取引所 スタンダード

・社員数：２１９名

・業績 ：売上高 ７，７７９百万円

経常利益 ４８０百万円

※2022.3連結

・拠点

国内：東京本社、３営業拠点、６工場

研究分析センター：鳥取

海外：販売拠点：中国北京市

生産拠点：中国吉林省
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会社事業概要

３つの事業域が主なターゲット市場

★事業域別製造区分

飲料、製糖、製薬業界等 塗料、樹脂、壁材業界等 プール、温泉、浄化槽等
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Ｐｏｉｎｔ１ 藻の化石・火山岩を採掘

製品の原料は、主に自社鉱区より採掘を行い調達

●藻の化石 ：珪藻土

●火山岩 ：パーライト（真珠岩）

工場は鉱区に隣接して設置

●鉱区所在地

珪藻土鉱区 ：秋田県、岡山県、大分県、中国吉林省

パーライト鉱区 ：秋田県、山形県

（珪藻土顕微鏡写真）（珪藻土鉱床厚み写真）（鉱区写真）
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Ｐｏｉｎｔ２ 製造コストに占める高いエネルギー割合

後処理工程

①粒度別に分級 ②製品として包装

焼成工程
①有機物（不純物）の焼成 ②水分を０％まで低減

乾燥工程（前処理工程）
①砂石など夾雑物の分離 ②水分を数％まで低減

製造ラインは、原土(水分50～70％）投入から製品化まで閉鎖空間にて

空気輸送し、処理は自動化。

熱エネルギーを多大に消費する乾燥工程、焼成工程が主要。

原土
投入

製品
倉庫へ

■工程概略

水分50～70％
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珪藻土とは？

珪藻が爆発的に増殖し堆積した化石

大別すると淡水産と海水産の２種類

地質年代で硬度・水分などが異なる

微細な均一細孔を無数に有する

多孔質

ＳｉＯ２が主成分
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焼成品 融剤焼成品

乾燥品

珪藻土製品
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岡山産珪藻土の物性
製造区分 乾燥品　SPF 焼成品　#200 焼成品　#800

化学分析例（％）

強熱減量 5.55 0.28 0.25

SiO2 82.77 87.36 87.57

Al2O3 10.37 7.59 8.17

Fe2O3 2.55 2.05 1.78

CaO 1.13 0.86 0.71

MgO 0.53 0.31 0.24

Na2O 1.20 0.85 0.69

その他 1.45 0.98 0.84

レーザー法　粒度分布例（％）

+60μm 1.6 0.7 20.5

60～40 6.0 2.9 23.2

40～20 23.8 23.0 30.7

20～10 25.0 28.9 15.4

10～5 20.9 24.4 6.8

5～2 16.2 14.5 2.5

2～ 6.5 5.6 0.9

50％平均粒子径 12.0 11.4 36.3

嵩密度（g/cm3） 0.36以下 0.45～0.55 0.29～0.36

水分（％） 10.0％以下 3.0％以下 3.0％以下

pH 3.5～10.0 5.0～10.0 5.0～10.0 9 / 40



濾過助剤の使用目的

濾材の目詰まり防止
（金網，濾布，濾紙等）

濾液の清澄性向上

濾過抵抗の低減

（濾過時間，濾過速度等の向上）
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岡山工場概要
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 設 立 ： 昭和８年１１月

 工場敷地面積：１４，０００ｍ２

 従業員数 ： ２５人

 生産能力 ： １,５００トン／月

 使用燃料 ： ＬＮＧ、木質バイオマス



珪藻土採掘の様子
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NEDOバイオマス事業
背景及び目的

昭和化学工業㈱
岡山工場

鳥取県中部

真庭バイオマス発電所
真庭バイオマス集積基地 【地域の背景】

・発電所、木材産業は真庭市南部、鳥取県西部に集中
・バークは燃料として最も利用しにくいが、
真庭では利用が進んでいる。

【岡山工場の背景】
・地元の資源を製品化して全国へ販売展開
・持続的かつ長期安定な事業の継続

【実証事業の目的】
・燃料費の平準化とＣＯ２排出量減実現のため

LNGの一部をバイオマスエネルギーに転換
・本業に関連した新分野への関与により
雇用・人材育成･人材活用の創出
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鳥取県西部



事業全体のイメージ
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計画数量 ：３，７５０ｔ／年 → 実績 平均 約３，０００ｔ／年

原料実績 ：

・バークチップ 85％ 、 枝葉チップ 15％

調達先 ： 岡山県真庭市 、 鳥取県

①バイオマス燃料調達

岡山工場の熱需要の一部をＬＮＧから
木質バイオマスに置き換える。

LNGとの併用運転として、２０％程度を
バークチップに燃料転換する。

木質バイオマス設備導入後の熱需要割合

LNG焼成工程

３３％

バイオマス乾燥工程

２０％

LNG乾燥工程

４７％
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①バイオマス燃料調達

バイオマス燃料の様子

丸太を扱うとバークが落ちる 19 / 40



バーク破砕の様子

水分と発熱量の関係

チップ破砕機

バークチップ

①バイオマス燃料調達

バークチップ

20 / 40チップ保管倉庫の様子
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チップ化バーク 未処理バーク

原料価格低減目的で、未処理バークにも挑戦。
投入、燃焼ともに課題がありチップ化が必要と判断。

既存工場の排熱を利用した原料乾燥機能。
乾燥した約70度の熱風で燃焼前乾燥を促進。

この下に
吹き出し口

①バイオマス燃料調達



バークチップ
A
水分49％

バークチップ
B
水分53％

枝葉チップ
C
水分41％
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納入時にサンプリングし、水分測定を実施。
水分によって価格を取決めている。

納入業者さんは
集積基地、破砕機を既に整備していた。

①バイオマス燃料調達
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燃料受入の様子（ダンプ車）

バイオマス燃料槽

①バイオマス燃料調達
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装置全体写真

②木質バイオマス熱の利用



バイオマス熱風炉全体装置設置イメージ図

燃料投入用クレーン

自動投入で作業員は監視のみ
積み替えも自動運転で行う

②木質バイオマス熱の利用

●燃料投入方法の検証
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バイオマス燃料槽

フロアクレーン 飛灰集塵機

ホッパー

バイオマス熱風炉

熱交換器

主灰コンベア



ＬＮＧ・バイオマス併設利用
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②木質バイオマス熱の利用



●バイオマス熱風炉の選定

項目 性状

種類 バークチップ

形状 破砕チップ

水分率 40～60％

発熱量
(低位)

9.8～5.5 MJ/kg

使用量 約1.0t/h(約3,000t/年)

表 代表的燃料性状

搬入時の様子

かき上げる作業必要

炉を決定する為には、
どんな燃料を使用するのか、
先ず決める必要がある。
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②木質バイオマス熱の利用



●バイオマス熱風炉の選定
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燃焼帯

灰化

乾燥帯

燃料の流れ

主灰

熱風の流れ

●機器仕様
コールバッハ製
（オーストリア）
階段式ストーカー炉
炉出力：1,800～2,550kw

②木質バイオマス熱の利用



点火（薪を使用）

主灰 飛灰

29 / 40

原料を燃焼

原料の水分量が多い場合、
形状が大きい場合、
燃焼に影響し、熱量が低下する。

②木質バイオマス熱の利用



燃焼ガス熱交換利用

灰の混入
防止

燃焼ガス直接利用

●熱交換方法の選定

食品添加物
基準クリアー

既設
乾燥設備
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固体燃料を燃焼させると、

必ず灰が排出される

当社製品に影響無し

②木質バイオマス熱の利用



●熱交換方法の選定
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●機器仕様

形式：プレート式 直交向流4パス
燃焼排ガス：入口800℃ → 出口200℃
受熱空気 ：入口100℃ → 出口500℃
交換熱量：約2,000kw
伝熱面積：約400m2

材質：SUS304、SUS316L、SUS310S
洗浄装置：スートブロア方式

②木質バイオマス熱の利用
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一部循環

100℃

燃焼ガス：800℃

燃焼ガス：200℃

4段目

3段目

2段目

1段目

除じん用スートブロア

除じん用スートブロア

高温空気：500℃

工程内へ

外気

●プレート式熱交換器

隙間に詰まりが発生

プレート式熱交換器 4段目

定期的なメンテナンス必要

②木質バイオマス熱の利用



●システム全体熱収支
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珪藻土製造工程

入熱 出熱

燃料入熱 ： 88％ 供給出熱 ： 77％

余剰空気入熱 ： 10％ 排ガス出熱 ： 18％

空気入熱 ： 2％ 放散出熱 ： 5％

（バイオマス燃料：約3,000ｔ/ｙ、
水分48％）

（灰：3.3％wet燃料）

③システム全体



●廃棄物の判断基準

行政に確認必要
先ずは、
廃棄物として取り扱うべき
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③システム全体

廃棄物量
3.3％wet燃料
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●事業採算性

▲事業採算性向上への課題
・長期的な燃料の安定調達・・・・バイオマス発電所との競合、廃掃法の対応
・機械装置のイニシャルコストが高い・・・・・海外製、メンテナンスも高い
・灰の廃棄物処理・・・・・再利用技術の確立、安定化処理方法の確立

③システム全体

① ー ② ＝ 利益
としてIRRを算出

①各LNG価格における
同熱量供給に必要な
LNG購入費

②バイオマス設備経費
（燃料、償却、廃棄物、人件費等）

【百万円】



2021年8月 Ｊクレジット登録 （9月から削減量カウント）

③システム全体
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平成２１年度 第１４回新エネ大賞（経済産業大臣賞）受賞
平成２２年度 第４回産業観光まちづくり大賞（奨励賞）受賞
平成２４年度 WATT SENSE AWARD 2012 （優秀賞）受賞
平成２８年度 第２回ジャパン・ツーリズム・アワード（地域マネジメント賞）受賞

●バイオマスツアー真庭 （昭和化学工業のバイオマス設備見学も可能です）

真庭市と真庭観光局が連携して、急増するバイオマス事業や関連施設の視察者への対

応を図るとともに、真庭地域の取り組み全体を情報発信する戦略として、平成18年

12月から、「 」をスタートさせた。

・平成30年、延べ参加者が3万人を超えた。食事や宿泊等地元経済に寄与している。

・地域外の方へ見てもらえることが、地域の誇りにもつながっている。

・令和3年度実績は、開催数34回、参加者2,019名

・運行バス及び印刷物へＪクレジットを活用のカーボンオフセットツアー

○これまでの受賞歴
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http://www.biomass-tour-maniwa.jp/


35●バイオマスツアー真庭

(平成29年1月6日 地元紙掲載)

CLTチョコレート ペレットクッキー

○バイオマスにちなんだお土産品の商品開発

年度
通常ツアー 募集型ツアー 合計

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

平成18年度

12月開始
24 423 － － 24 423

平成19年度 112 2,098 － － 112 2,098

平成20年度 86 1,906 11 288 97 2,194

平成21年度 63 1,142 10 312 73 1,454

平成22年度 61 1,298 31 1,001 92 2,299

平成23年度 89 1,611 44 1,516 133 3,127

平成24年度 110 2,587 27 998 137 3,585

平成25年度 97 2,242 19 678 116 2,920

平成26年度 129 2,912 14 442 143 3,354

平成27年度 92 2,929 13 442 105 3,371

平成28年度 72 1,550 30 453 102 2,003

平成29年度 80 1,604 25 394 105 1,998

平成30年度 46 1,309 － － 46 1,309

令和元年度 43 715 － － 43 715

令和2年度 25 769 － － 25 769

令和3年度 34 2,019 － － 34 2,019

合計 1,163 27,114 224 6,524 1,387 33,638

開
催
実
績
一
覧

真庭バイオマス
発電所にて500円
/個で販売中！
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http://www.biomass-tour-maniwa.jp/


持続可能な地域の発展へ向けて、バイオマス施策や循環型地域経済の事業推進、地産地消の農業振興、自然再生エネル
ギー100％のエネルギーエコタウンへ向けた取組をさらに進化させていく。

【国際社会全体の持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）】

●永続可能な地域の発展へ向けて－真庭SDGｓ

経済

環境

相乗効果

生ゴミ資源化による
液肥化事業

豊かな森林資源等を活かし
バイオマス発電を核とした

地域全体での資源循環・活用

小さな里山資本主義

（取り組みの一例）

地域振興会社が、住民から購入する丸太を地
元宿泊施設の薪ボイラ燃料に使用したり、地域
の特産品をより価値の高い加工を行い販売す
るなど、住民自らの手で地域資源の価値を

様々な方向から高めている。

木質バイオマス発電

真庭市
北房新教育環境整備
（真庭産木材を使用）

社会

真庭市の永続的発展へ

大きな里山資本主義

永続的な繁栄を目指す真庭

市の取り組みが優れたもの

として全国29の「ＳＤＧ
ｓ未来都市」に選定され、
取組自体も先導的として全
国10の「自治体ＳＤＧ
ｓモデル事業」に選定さ
れました。
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真庭蒜山エリアでの、木質バイオマス熱の産業利用について

本日はご清聴ありがとうございました

昭和化学工業株式会社
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